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成
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第２回定例会議案審議

全
議
案
を
可
決

令
和
７
年
６
月
13
日
～
６
月
20
日

　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
議
案
は
20
件
で
、
全
議
案
を
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

（
掲
載
の
質
問
と
答
弁
は
抽
出
・
要
約
し
た
も
の
で
す
。）

　

指
定
管
理
期
間
を
条
例

か
ら
撤
廃
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
に
更
新
管
理
し

て
い
く
の
か
。

　

施
設
ご
と
に
指
定
管
理

の
募
集
段
階
で
期
間
を
定

め
て
い
き
ま
す
。
公
募
の

段
階
で
改
め
て
検
証
し
ま

す
が
、
議
決
事
項
の
た
め

議
案
に
は
明
記
し
ま
す
。

総
務
課
長

議
案
第
71
号

南
会
津
町
公
の
施
設
の
指
定
管
理
期
間
、

利
用
料
金
等
の
見
直
し
に
係
る

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

芳
賀 

正
義 

議
員

　

指
定
管
理
期
間
を
削
除

す
る
際
、
期
間
設
定
の
基

準
に
基
づ
い
て
行
っ
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体

的
な
例
は
。

　

期
間
設
定
の
基
準
は
設

け
て
あ
り
ま
せ
ん
。
町
有

総
務
課
長

湯
田 

芳
博 

議
員

観
光
施
設
評
価
結
果
報
告

書
の
中
で
、
５
年
の
定
め

が
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発

揮
す
る
に
は
短
い
の
で
は

と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ま
ず
は
そ
こ
を

外
し
て
検
討
し
て
行
き
ま

す
。

議
案
第
74
号

南
会
津
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆下水道使用料の賦課漏

れについて、時効により

不納欠損が生じたことか

ら、町長の令和７年７月

の給料月額を１００分の

２０削減するための改正

をするものです。

　

下
水
道
使
用
料
の
賦
課

漏
れ
に
つ
い
て
、
職
員
の

職
務
怠
慢
と
い
う
意
味
で

提
出
し
た
も
の
か
。

　

不
適
切
な
事
務
処
理
に

よ
っ
て
、
時
効
を
迎
え
た

も
の
が
７
１
，
７
４
０
円

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
遡

及
し
て
納
付
を
お
願
い
し

た
こ
と
で
、
当
事
者
に
は

予
定
外
の
出
費
を
強
い
る

事
案
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
２
点
を
深
く
反
省
し
、

組
織
の
長
と
し
て
責
任
を

取
る
形
で
、
町
長
の
給
与

の
減
額
と
し
た
も
の
で

す
。

町
長

高
野 

精
一 

議
員

　

今
回
の
判
断
に
あ
た

り
、
過
去
の
例
な
ど
を
参

考
に
取
り
扱
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
説
明
を
。

　

県
内
、
各
自
治
体
の
こ

れ
に
類
す
る
不
適
切
な
事

案
の
報
道
を
加
味
し
な
が

町
長

渡
部 

訓
正 

議
員

ら
、
令
和
４
年
６
月
の
全

員
協
議
会
で
説
明
を
し
た

下
水
道
の
受
益
者
負
担
金

の
不
納
欠
損
の
案
件
を
同

じ
事
例
と
し
て
、
給
与

20
％
減
額
で
条
例
提
案
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◆公の施設の指定管理期間は最長５年で、指定管理者

は長期的な営業戦略が立てにくいため、来年度新たに

指定管理期間を迎える施設を中心に、統一した指定管

理期間をなくし、サービス向上と運営継続を図るため

規定の整備を行います。また、原油・物価高騰に対応

する料金改定やその他の指定管理者制度規定に関して

改正をするものです。

反
対

高
野 

精
一 

議
員

　

こ
の
事
案
に
町
長
が
責

任
を
取
り
、
給
与
を
減
額

す
る
こ
と
で
職
員
に
対
す

る
波
及
効
果
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
、
ま
た
住
民

が
ど
れ
だ
け
理
解
す
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
も
っ

と
精
査
し
な
が
ら
や
る
べ

き
と
思
い
、
こ
の
議
案
に

反
対
し
ま
す
。

古
川 

晃 

議
員

　

こ
の
事
案
は
非
常
に
重

大
で
、
町
民
に
は
関
心
を

持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
、

大
き
な
批
判
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し

て
町
長
が
相
当
の
責
任
を

持
っ
て
応
じ
、
そ
の
根
拠

も
示
さ
れ
た
た
め
、
こ
の

議
案
に
賛
成
し
ま
す
。

討
論



３ 議会だより　第７７号　
令和７年８月１３日発行

議案審議第２回定例会
南
会
津
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆国民健康保険

法施行令の一部

を改正する政令

が公布されたこ

とに伴い、所要

の改正をするも

のです。

　

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、

町
の
国
保
会
計
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
生
ま
れ
る

か
。

　

賦
課
限
度
額
が
上
が
る

の
で
、
所
得
の
高
い
方
の

調
定
額
が
上
が
り
ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
者
に
対
す

る
保
険
料
軽
減
額
は
引
き

上
が
り
ま
す
が
、
世
帯

数
、
被
保
険
者
数
が
減
っ

て
い
る
の
で
、
実
際
の
軽

減
額
は
前
年
度
と
比
較
し

て
減
っ
て
い
ま
す
。

楠 

正
次 

議
員

議
案
第
75
号

  採 決 結 果 賛成 １３ で 「可決」

住
民
生
活
課
長

物
品
購
入
契
約
（
公
立
学
校
情
報
機
器
整

備
事
業
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
購
入
）

◆ＧＩＧＡスクール構想

第２期として、端末機

器 864 台を整備するもの

で、株式会社エフコムと

4,628 万 4,480 円で物品

購入契約を締結するもの

です。

　

新
し
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
購

入
に
よ
っ
て
押
し
出
さ
れ

　

再
利
用
可
能
な
端
末
は

学
習
支
援
員
の
補
助
機
と

し
て
使
っ
た
り
、
修
理
の

必
要
が
生
じ
た
と
き
の
予

備
機
と
し
て
な
ど
、
学
校

と
協
議
し
な
が
ら
再
利
用

の
検
討
を
し
て
い
き
ま

す
。

湯
田 

哲 

議
員

議
案
第
79
号

学
校
教
育
課
長

る
端
末
の
利
活
用
は
。

委
託
料

　
「
地
域
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
利
便
性
向
上
調
査
業

務
委
託
料
」
の
調
査
業
務

は
、
何
を
目
指
し
て
い
る

　

昨
年
度
、
町
全
域
で
交

通
空
白
地
域
が
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
維

持
で
き
る
の
か
が
課
題
で

す
。
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
と
向
上
の
た
め

に
、
町
民
や
観
光
客
が
ど

の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ

て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う

湯
田 

芳
博 

議
員

議
案
第
81
号

総
合
政
策
課
長

の
か
。
ま
た
、
委
託
先
は

も
う
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。

な
交
通
体
系
を
目
指
す
べ

き
か
を
検
討
す
る
た
め
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

委
託
先
は
、
こ
の
議
案

が
通
っ
た
後
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
公
募
を
経
て
委
託

先
を
決
定
し
ま
す
。

　

た
か
つ
え
ス
キ
ー
場

リ
フ
ト
修
繕
工
事
請
負

費
（
組
替
）
と
、
た
か
つ

え
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
終
点

停
留
所
修
繕
工
事
請
負
費

（
組
替
及
び
追
加
）
の
具

体
的
な
内
容
は
。

湯
田 

芳
博 

議
員

　

た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
リ

フ
ト
修
繕
工
事
請
負
費

は
、
令
和
７
年
度
当
初
予

舘
岩
総
合
支
所
長

算
に
、
ス
カ
イ
ロ
ー
ド
１

の
握
索
機
更
新
工
事
を
計

上
し
て
い
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
シ
ー
ズ
ン
後
の

確
認
で
第
３
ペ
ア
リ
フ
ト

の
終
点
停
留
所
を
支
え
る

鉄
骨
部
分
の
劣
化
が
激
し

い
こ
と
が
わ
か
り
、
終
点

停
留
所
の
修
繕
を
優
先
し

て
行
う
た
め
に
組
替
及
び

追
加
と
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

総務費

工
事
請
負
費

商工費

南
会
津
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

酒
井　

幸
司

芳
賀　

正
義

湯
田　

剛
正

星　
　

和

孝

古

川　
　

晃

渡
部　

裕
太

森　
　

秀

一

川

島　
　

進
● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
湯
田　

芳
博

室
井　

英
雄

丸
山　

陽
子

楠　
　

正

次

湯

田　
　

哲

高
野　

精
一

渡
部　

訓
正

議
長
は
採
決
に

参
加
し
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ● ○

「○＝賛成」「●＝反対」「欠＝欠席」

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
２
号

◆
マ
ー
ク
は
条
例
や
物
品
購
入
契
約
の

説
明
で
す
。
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第２回定例会議案審議
 

　
　
　
　「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等

事
業
」
の
継
続
と
被
災
児
童
生
徒
の
十

分
な
就
学
支
援
を
求
め
る
意
見
書

採
択国

へ
意
見
書
を
提
出

令
和
７
年
請
願
第
３
号

 

　
　
　
　
　 

消
費
税
５
％
へ
の
減
税
を

求
め
る
意
見
書

不
採
択

総
務
委
員
長
報
告

　

消
費
税
減
税
は
町
の
権

限
で
決
定
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
10
％
か
ら
５
％

へ
の
減
税
は
無
謀
で
あ

り
、
社
会
保
障
費
へ
の
影

討
論

響
や
国
民
生
活
へ
の
支
障

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
反

対
す
る
こ
と
か
ら
不
採
択

に
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

賛
成

反
対

丸
山 

陽
子 

議
員

　

物
価
高
騰
や
景
気
停
滞

に
苦
し
む
国
民
・
地
域
経

済
の
救
済
策
と
し
て
有
効

で
あ
り
、
特
に
地
方
や
赤

字
事
業
者
の
支
援
に
な
り

ま
す
。

古
川 

晃 

議
員

　

今
ま
で
消
費
税
は
社
会

保
障
費
に
使
わ
れ
て
お

り
、
社
会
保
障
費
の
財
源

が
明
確
で
な
い
中
で
５
％

へ
の
減
税
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
。

　

ま
た
、
減
税
に
は
１
年

半
以
上
か
か
り
、
莫
大
な

費
用
が
か
か
る
た
め
現
時

点
で
重
要
性
が
低
い
で

す
。

※
原
案
に
反
対

（
陳
情
に
賛
成
）

※
原
案
に
賛
成

（
陳
情
に
反
対
）

　

現
状
を
考
え
れ
ば
国
債

発
行
し
て
で
も
減
税
を
行

う
べ
き
で
す
。

　

社
会
保
障
費
に
使
わ
れ

て
い
る
証
拠
は
明
確
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

湯
田 

芳
博 

議
員

令
和
７
年
陳
情
第
１
号

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
14

年
が
経
過
し
、「
被
災
児

童
生
徒
就
学
支
援
等
事

業
」
は
、
被
災
し
た
子
ど

も
た
ち
の
有
効
な
支
援
事

業
と
し
て
機
能
し
て
い
ま

す
。

　

福
島
県
で
は
、
約
３
千

人
も
の
子
ど
も
た
ち
が
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
経
済
的
な
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
は

多
く
、
長
期
的
な
支
援
が

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

学
校
現
場
か
ら
も
事
業
の

継
続
を
強
く
望
む
声
が
届

い
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
に
お
い
て

も
本
事
業
を
継
続
し
、
必

要
な
財
政
措
置
を
行
い
、

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に

継
続
し
た
就
学
支
援
を
実

施
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
す
る
も
の
で

す
。（
一
部
抜
す
い
）

 

　
　
　
　
　 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
を

求
め
る
意
見
書

不
採
択

総
務
委
員
長
報
告

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
は

３
年
間
の
軽
減
措
置
が
あ

り
、
措
置
期
間
終
了
後
に

判
断
し
て
も
遅
く
な
い
。

現
時
点
で
廃
止
を
求
め
る

の
は
時
期
尚
早
で
あ
り
、

経
過
を
見
守
る
べ
き
と
の

意
見
が
多
く
あ
っ
た
こ
と

か
ら
不
採
択
に
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
陳
情
第
２
号討

論賛
成

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
南

会
津
町
の
中
小
事
業
者
・

個
人
事
業
者
を
圧
迫
し
続

古
川 

晃 

議
員

※
賛
成
者
の
発
言
な
し

※
原
案
に
反
対

（
陳
情
に
賛
成
）

※
原
案
に
賛
成

（
陳
情
に
反
対
）

け
る
原
因
の
一
つ
で
あ

り
、
廃
止
を
求
め
る
陳
情

の
趣
旨
に
賛
成
し
ま
す
。

酒
井　

幸
司

芳
賀　

正
義

湯
田　

剛
正

星　
　

和

孝

古

川　
　

晃

渡
部　

裕
太

森　
　

秀

一

川

島　
　

進
○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
湯
田　

芳
博

室
井　

英
雄

丸
山　

陽
子

楠　
　

正

次

湯

田　
　

哲

高
野　

精
一

渡
部　

訓
正

議
長
は
採
決
に

参
加
し
ま
せ
ん

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

「○＝賛成」「●＝反対」「欠＝欠席」

  採決結果 賛成 １３ で 「不採択」

反
対  採決結果 賛成 １２ で 「不採択」

酒
井　

幸
司

芳
賀　

正
義

湯
田　

剛
正

星　
　

和

孝

古

川　
　

晃

渡
部　

裕
太

森　
　

秀

一

川

島　
　

進
○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
湯
田　

芳
博

室
井　

英
雄

丸
山　

陽
子

楠　
　

正

次

湯

田　
　

哲

高
野　

精
一

渡
部　

訓
正

議
長
は
採
決
に

参
加
し
ま
せ
ん

● ○ ○ ● ○ ○ ○

「○＝賛成」「●＝反対」「欠＝欠席」



－議会構成が新しくなりました－
総務委員会

◎委 員 長　楠　正次
〇副委員長　渡部裕太
　委　　員　芳賀正義
　委　　員　川島　進
　委　　員　高野精一

◎委 員 長　室井英雄
〇副委員長　酒井幸司
　委　　員　星　和孝
　委　　員　丸山陽子
　委　　員　湯田　哲
　委　　員　山内　政

文教厚生委員会

産業建設委員会

議会運営委員会

議会広報委員会

＜所管事務＞
◆総務課・総合政策課・税務課・
　商工観光課・会計室の業務
◆選挙管理委員会・監査委員の
　業務
◆各総合支所に関連する業務

＜所管事務＞
◆農林課・建設課・環境水道課
　の業務
◆農業委員会の業務
◆各総合支所に関連する業務

◎委 員 長　森　秀一
〇副委員長　湯田剛正
　委　　員　古川　晃
　委　　員　湯田芳博
　委　　員　渡部訓正

＜所管事務＞
◆住民生活課・健康福祉課の
　業務
◆教育委員会（学校教育課・
　生涯学習課）の業務
◆各総合支所に関連する業務

◎委 員 長　芳賀正義
〇副委員長　星　和孝
　委　　員　酒井幸司
　委　　員　湯田剛正
　委　　員　古川　晃
　委　　員　渡部裕太

＜所管事務＞
◆議会の広報に関する業務
◆議会中継に関する業務

◎委 員 長　古川　晃
〇副委員長　丸山陽子
　委　　員　渡部裕太
　委　　員　森　秀一
　委　　員　室井英雄
　委　　員　楠　正次

＜所管事務＞
◆会議日程や議事進行の調整
◆議長の諮問に対する答申

南会津地方広域市町村圏組合議会議員

特別委員会

酒井幸司　　芳賀正義　　渡部裕太　　森　秀一
湯田芳博　　湯田　哲　　山内　政

議員定数と議員報酬に関する特別委員会

◎渡部訓正　〇渡部裕太　　酒井幸司　　湯田剛正
　星　和孝　　森　秀一　　楠　正次

５ 議会だより　第７７号　
令和７年８月１３日発行

議員定数と議員報酬は、町政の現状と課題、将来の予測と展望を十分
に考慮することが求められています。今後の社会情勢の変化に対応で
きるよう、さらなる調査研究を進めることを目的に６月定例会におい
て設置されました。

広域市町村圏組合と環境衛生組合が統合し一つの組合になりました。

◎＝委員長　〇＝副委員長



６議会だより　第７７号
令和７年８月１３日発行

11 人の議員が登壇

◆一般質問とは
町の行財政全般について議員が提言を
含めて町に考えを聞くこと登壇順序 ・ 質問項目

⑥森　秀一　議員・・・12ページ
　１．前沢曲家集落の保存対策は

⑨酒井　幸司　議員・・15ページ
　１．いきがいデイサービス廃止
　２．南郷地区の水源と漏水

⑤古川　晃　議員・・・11ページ
　１．祇園会館廃止後、祇園祭を知る手立ては
　２．ふくしま DC へ本町の取組は
　３．町の事業承継支援体制は

④湯田　哲　議員・・・10ページ
　１．４スキー場存続への「官民連携の組織」の
　　  大きな期待と成果を果たすには
　２．冬季オリンピック新競技「スキーモ」（山岳ス
　　  キー）でスキー場の活性化は【その他の質問】
　３．針生地区での水力発電調査結果は【その他の質問】
　４．児童生徒がもっと理科や科学に親しむ場所
　　  として空き店舗を活用した「みんなの理科
　　  室」（仮称）をつくっては

③渡部　訓正　議員・・９ページ
　１．祇園会館の活用は
　２．祇園公園のリフレッシュ工事は
　３．観光案内所の設置は

町政を問う

一般質問

⑧丸山　陽子　議員・・14ページ
　１．「シビックプライド」条例の制定
　２．帯状疱疹ワクチン定期接種対象外の人へ
　　  の費用の一部助成

①渡部　裕太　議員・・７ページ
　１．今後の観光振興の方向性は
　２．高齢者の孤立防止対策は

⑦芳賀　正義　議員・・13ページ
　１．職員の人事と管理は
　２．スキー場のオフシーズンの活用は

⑩楠　正次　議員・・・16ページ
　１．４スキー場の方針
　２．老人福祉センター（ことぶき荘）の今後

⑪川島　進　議員・・・17ページ
　１．舘岩老人福祉センターことぶき荘及び高
　　  齢者生きがい活動支援通所事業（デイサ
　　  ービス）の再開

②湯田　芳博　議員・・８ページ
　１．中山間地域における規模拡大の農地整備が
　　  もたらす経営の継承・承継及び集落の変容
　　  見通しは
　２．町が、必要な業務処理を遂行するための職
　　  員採用にあたり、正規の職員（再任用職員
　　  を含む）と会計年度任用職員を配置区分す
　　  る合理性とは
　３．快適な住民生活を持続させるために、必要
　　  とされる公共事業の施工に必要な財源の確
　　  保と事業者における施工能力の実態は



　
　
　

町
の
玄
関
口
で
あ

　
　
　

る
駅
の
魅
力
化
の

重
要
性
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

７ 議会だより　第７７号　
令和７年８月１３日発行

一般質問 YouTube

渡
わたなべ

部　裕
ゆ う た

太 議員

　 

　
　
　
町
の
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

問
　
　
　

昨
年
の
10
月
か
ら

　
　
　

会
津
田
島
駅
が
尾

瀬
方
面
へ
の
路
線
バ
ス
の

発
着
所
に
な
り
、
新
た
な

利
用
者
も
見
込
ま
れ
る
な

ど
、
そ
の
役
割
は
今
後
一

答
 

今
後
の
観
光
振
興
の
方
向
性
は

町
長

層
大
き
く
な
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
４
月
か
ら
、

指
定
管
理
者
が
会
津
鉄
道

株
式
会
社
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
同
社
が
持
っ
て
い

る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
に

よ
っ
て
、
新
し
い
魅
力
が

利
用
者
に
提
供
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

今
後
の
町
政
運
営

　
　
　

に
お
け
る
観
光
の

位
置
づ
け
は
。

問
　
　
　

町
外
か
ら
人
を
呼

　
　
　

び
込
む
観
光
事
業

は
、
町
内
の
経
済
活
動
の

活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
人

と
人
の
交
流
を
生
み
、
観

光
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る

方
々
の
活
力
に
も
な
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
組
み
は
、
交
流
人

口
か
ら
関
係
人
口
へ
と
繋

が
り
、
将
来
的
に
は
、
定

住
対
策
に
も
発
展
す
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
町
の

重
点
施
策
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

答

 高齢者の孤立防止対策は

　 　　　仕組みの充実を目指していく町長

　
　
　

民
生
委
員
に
よ
る

　
　
　

見
守
り
体
制
の
現

状
と
活
動
で
の
課
題
は
。

問
　
　
　

必
要
に
応
じ
た
定

　
　
　

期
的
な
訪
問
に
よ

る
安
否
確
認
や
、
相
談
へ

の
対
応
な
ど
町
民
と
行
政

の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
の
担

い
手
確
保
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
地
区
に
よ
っ
て

は
行
政
区
長
と
の
兼
任
で

活
動
せ
ざ
る
を
得
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い
事
も
非
常

に
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

答

　
　
　

孤
独
死
を
防
ぐ
た

　
　
　

め
の
支
援
体
制
づ

く
り
の
強
化
が
必
要
で
は

な
い
か
。

問
　
　
　

複
合
的
な
課
題
を

　
　
　

抱
え
る
ケ
ー
ス
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

人
と
人
、
人
と
社
会
が
つ

な
が
り
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
生
き
が
い
や
役
割
を

持
ち
、
相
互
に
助
け
合
い

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
仕
組
み
の
充

実
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。 答

 地　域  世帯数 

田島地域 １４０１

舘岩地域 ２４２

伊南地域 ２２５

南郷地域 ３２８

65 歳以上の単身世帯数
（令和７年４月１日現在）

 

一
　
般
　
質
　
問
　
①



議会だより　第７７号
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湯
ゆ だ

田　芳
よしひろ

博 議員

収益の安定と
　事業継承の確保は

　 　　　技術継承や設備投資の支援を行う町長

　
　
　

農
地
整
備
事
業
に

　
　
　

期
待
す
る
「
収
益

的
安
定
性
」
と
「
経
営
の

継
承
・
承
継
」
は
ど
の
様

に
確
保
さ
れ
て
行
く
の
か
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
を
実

施
す
る
集
落
は
、
今
後
ど

の
様
に
変
容
し
て
行
く
か

将
来
予
測
は
。

問
　
　
　

水
田
が
稲
作
だ
け

　
　
　

で
は
な
く
、
畑
作

に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
か
ら
、
花
卉
な

ど
の
高
収
益
作
物
の
導
入

が
可
能
と
な
り
、
安
定
し

答

た
収
益
の
確
保
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

経
営
の
継
承
・
承
継
に

つ
い
て
は
、
次
世
代
へ
の

技
術
継
承
や
設
備
投
資
の

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
農
業
経
営
が
で

き
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
は
、
農
業

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に

よ
り
、
安
全
・
安
心
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

が
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　 

　
　
　
社
会
人
経
験
者
枠
で
採
用
が
可
能

会
計
年
度
任
用
職
員
を
正
規
職
員
に

町
長

　
　
　

恒
常
化
す
る
役
場

　
　
　

の
短
期
雇
用
の
会

計
年
度
任
用
職
員
を
正
規

の
職
員
と
し
て
採
用
し
な

問

　
　
　

令
和
６
年
度
の
職

　
　
　

員
採
用
試
験
か

ら
、
新
た
に
「
社
会
人
経

答

財
源
が
不
足
す
る

　
　
　
　
結
果
を
招
い
た
原
因
は

　
　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ

　
　
　

ー
プ
ラ
ン
で
示
さ

れ
た
公
共
施
設
及
び
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
改
修
・
更
新

を
こ
れ
ま
で
通
り
実
施
す

る
場
合
、
必
要
な
財
源
が

問

　
　
　

本
町
は
、
類
似
団

　
　
　

体
と
比
較
し
て

も
、
多
く
の
公
共
施
設
を

答

 

一
　
般
　
質
　
問
　
②

　 

　
　
　
公
共
施
設
が
多
く
、
維
持
管
理
に
大
き
な
負
担

町
長

一般質問 YouTube

験
者
」
枠
を
設
け
会
計
年

度
任
用
職
員
も
採
用
試
験

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

不
足
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を

招
い
た
原
因
は
。

保
有
し
て
お
り
、
施
設
の

維
持
管
理
や
修
繕
・
改
修

に
か
か
る
コ
ス
ト
が
町
の

財
政
運
営
に
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
理
由
は
。
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祇
園
会
館
は
廃
止

　
　
　

後
２
カ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
廃
止
後
の
活

用
に
つ
い
て
、
丁
寧
な
議

論
を
行
い
決
定
す
べ
き
と

述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
現

在
の
動
き
は
。

渡
わたなべ

部　訓
くにまさ

正 議員

　 

　
　
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
の
予
定
は
な
い

問

　
　
　

当
施
設
に
関
心
を

　
　
　

持
つ
事
業
者
と
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

答

祇
園
公
園
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
は

町
長

　
　
　

当
施
設
は
、
外
部

　
　
　

内
部
共
に
損
傷
は

軽
微
で
は
。

問
　
　
　

公
共
施
設
等
総
合

　
　
　

管
理
計
画
に
基
づ

き
、
長
期
的
な
視
点
か
ら

計
画
的
に
進
め
て
き
ま
し

た
。
次
期
計
画
も
同
様
に

検
討
し
ま
す
。

答

　
　
　

祇
園
公
園
は
建
設

　
　
　

後
年
数
が
経
過

し
、
樹
木
が
大
き
く
な
り

公
園
内
が
薄
暗
く
な
っ
て

い
ま
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

問

　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工

　
　
　

事
を
行
う
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

答

　
　
　

会
津
田
島
駅
は
、

　
　
　

指
定
管
理
者
の
交

代
に
伴
い
駅
構
内
の
改
修

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
町
内
観
光
な
ど
の
観

光
案
内
所
が
無
く
な
り
ま

し
た
。

　

会
津
田
島
駅
は
、
関
東

方
面
、
会
津
若
松
方
面
か

ら
の
乗
り
降
り
の
交
流
拠

点
で
も
あ
り
、
町
内
・
郡

問

　
　
　

本
年
４
月
よ
り
会

　
　
　

津
鉄
道
㈱
が
、
会

津
田
島
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
の
指
定
管

理
者
と
な
り
、
観
光
案
内

業
務
は
、
１
階
の
売
店
や

答
 

一
　
般
　
質
　
問
　
③

　
　
　

外
部
は
、
外
壁
の

　
　
　

一
部
が
破
損
し
、

内
部
は
空
調
設
備
付
近
の

天
井
に
シ
ミ
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
損
傷
程
度
は
、

軽
微
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

冷
暖
房
設
備
が
故
障
に

よ
り
、
入
替
工
事
が
必
要

で
す
。

答
　
　
　

町
財
政
の
現
状
か

　
　
　

ら
、
各
種
施
設
の

維
持
管
理
費
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
最
優
先
課

題
で
は
。

問

　 

　
　
　
要
望
あ
れ
ば
指
定
管
理
者
と
協
議

観
光
案
内
所
の
設
置
は

町
長

祇園会館廃止後の活用は

　 　　　施設活用に関心を持つ事業者と協議中町長

内
観
光
、
そ
し
て
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
の
窓
口
に
も

な
り
ま
す
。
駅
構
内
に
、

町
内
観
光
な
ど
の
案
内
所

を
設
け
て
は
。

２
階
の
は
い
っ
と
食
堂
で

行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

駅
構
内
の
観
光
案
内
所

は
、
現
指
定
管
理
者
の
取

組
み
を
見
な
が
ら
、
必
要

性
に
つ
い
て
要
望
が
あ
れ

ば
指
定
管
理
者
と
協
議
し

ま
す
。

工
事
が
必
要
で
は
。

祇園会館
一般質問 YouTube

木々がうっそうと茂る祇園公園
（国道 121 号側から全体）
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湯
ゆ だ

田　哲
さとし

 議員

４スキー場存続への
「官民連携の組織」とは

　 　　　具体的な構成は各スキー場ごとに検討町長

　
　
　
「
町
有
観
光
施
設

　
　
　

の
今
後
の
方
針
」

が
完
成
し
ま
し
た
。「
ス

キ
ー
場
の
存
続
に
向
け
官

民
連
携
の
組
織
を
設
置

し
、
改
善
策
を
検
討
し
て

い
く
。」
と
あ
り
ま
す
。

官
民
連
携
の
組
織
は
、
ど

の
よ
う
な
人
材
で
構
成
す

る
の
か
。

問
　
　
　

南
郷
ス
キ
ー
場
は

　
　
　

町
や
指
定
管
理
者

を
含
め
た
13
団
体
で
構
成

す
る
組
織
が
あ
り
、
だ
い

く
ら
ス
キ
ー
場
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
複
数
回
関
係
団

体
と
情
報
交
換
を
行
っ
て

お
り
、
今
回
の
方
針
公
表

後
、
速
や
か
に
組
織
を
立

答

ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
た
か
つ
え
ス

キ
ー
場
と
高
畑
ス
キ
ー
場

に
つ
い
て
は
、
現
在
設
置

の
検
討
中
で
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
構
成

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、

各
ス
キ
ー
場
ご
と
に
違
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　 

　
　
　
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
情
報
収
集
し
て
い
く

空
き
店
舗
を
活
用
し
た

　
　「
み
ん
な
の
理
科
室
」
を

教
育
長

　
　
　
「
官
民
連
携
の
組

　
　
　

織
」
を
ス
キ
ー
場

以
外
の
町
の
施
策
で
も
実

施
す
る
考
え
は
。

問
　
　
　

町
民
と
の
協
働
の

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
中
、
必
要
に
応
じ
て

官
民
連
携
の
組
織
を
設
置

し
て
い
き
ま
す
。

答

　
　
　

理
科
の
実
験
は
、

　
　
　

科
学
的
に
調
べ
る

能
力
や
態
度
、
考
え
方
を

養
い
ま
す
。
放
課
後
や
休

日
、
理
科
を
も
っ
と
学
び

た
い
児
童
生
徒
の
た
め
に

空
き
店
舗
を
活
用
し
た

「
み
ん
な
の
理
科
室
」
を

つ
く
っ
て
は
。

問
　
　
　
「
み
ん
な
の
理
科

　
　
　

室
」
の
よ
う
な
学

校
外
の
学
習
環
境
整
備

は
、
子
ど
も
た
ち
が
理
科

や
科
学
に
主
体
的
に
触
れ

合
う
地
域
の
学
び
の
場
を

創
出
す
る
取
組
み
だ
と
考

え
ま
す
。

答

 

一
　
般
　
質
　
問
　
④

　

ま
ず
は
、
地
域
の
実
情

や
ニ
ー
ズ
を
慎
重
に
見
極

め
、
中
央
公
民
館
事
業
、

文
化
協
会
事
業
、
生
涯
学

　

そ
の
他
の
質
問　

　

・
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
新
競
技
「
ス
キ
ー
モ
」
で

　
　

ス
キ
ー
場
の
活
性
化
は

　

・
針
生
地
区
で
の
水
力
発
電
調
査
結
果
は

福島県立南会津高校の理科室の様子

習
の
観
点
か
ら
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
情
報
収
集

を
行
い
ま
す
。

一般質問 YouTube
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屋
台
格
納
施
設 

　
　
　

を
、
観
光
客
に
公

開
す
る
予
定
は
。古

ふるかわ

川　晃
あきら

 議員

問
　
　
　

現
在
、
各
施
設
管

　
　
　

理
者
が
月
に
数
回

開
放
し
て
い
る
ほ
か
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
開
放
し
公

開
し
て
い
ま
す
。
常
時
開

放
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

人
員
確
保
の
問
題
か
ら
実

現
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

答
　
　
　

観
光
客
の
、
ま
ち

　
　
　

な
か
周
遊
か
ら
祇

園
祭
誘
客
へ
つ
な
げ
る
た

問

　
　
　

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
に

　
　
　

向
け
て
本
町
の
取

り
組
み
と
課
題
は
。

問
　
　
　

今
年
度
、
プ
レ
Ｄ

　
　
　

Ｃ
と
し
て
Ｐ
Ｒ
や

受
入
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
町
は
Ｊ
Ｒ
路

答

　
　
　

町
内
事
業
者
の
事

　
　
　

業
承
継
の
現
状
に

つ
い
て
町
長
の
認
識
は
。

問

　
　
　

主
な
課
題
は
、
後

　
　
　

継
者
不
足
の
ほ

か
、
資
金
の
確
保
、
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
・
知

識
の
伝
承
が
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

答
 

一
　
般
　
質
　
問
　
⑤

　
　
　

観
光
Ｑ
Ｒ
ガ
イ
ド

　
　
　

に
よ
っ
て
、
祇
園

祭
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
散
策
ル
ー
ト
を
構
築
し

ま
し
た
。
ま
ち
の
案
内
人

の
会
で
は
ガ
イ
ド
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
設
定
し
、
常
時
案

内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
観
光
Ｑ
Ｒ
ガ

イ
ド
に「
祇
園
祭
モ
ー
ド
」

を
追
加
し
、
案
内
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。

答

　 

　
　
　
金
銭
的
支
援
ほ
か

　 

　
　
　
　
　
専
門
的
経
営
指
導
の
橋
渡
し
役

町
の
事
業
承
継
支
援
体
制
は

町
長

　
　
　

町
内
の
事
業
者
か

　
　
　

ら
、
高
齢
化
や
経

営
悪
化
に
よ
る
廃
業
や
承

継
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
町
内
事
業
者
の

後
継
者
不
足
は
、
深
刻
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

答

　
　
　

町
が
行
う
事
業
承

　
　
　

継
支
援
の
実
態
と

課
題
は
。

問

　

町
で
は
「
町
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
補

助
金
」
に
よ
る
金
銭
的
な

支
援
や
「
事
業
承
継･

引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ

の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
経

営
指
導
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。
町

商
工
会
や
金
融
機
関
の
ほ

か
、「
独
立
行
政
法
人
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
」

と
も
連
携
し
て
対
応
し
ま

す
。

祇園会館
　廃止後の手立ては

　 　　　屋台格納施設をイベント等で随時開放町長

　 

　
　
　
極
上
の
会
津
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
と
連
携

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
へ

　
　
　
本
町
の
取
組
は

町
長

線
が
な
い
た
め
、
効
果
を

危
惧
す
る
声
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
極
上
の
会
津

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
考
え
で
す
。

い
ま
す
。

め
の
構
想
は
。

上町屋台格納庫

一般質問 YouTube
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森
もり

　秀
しゅういち

一 議員

　
　
　

重
要
伝
統
的
建
造

　
　
　

物
群
保
存
地
区
内

で
選
定
さ
れ
て
い
る
棟
数

は
。 問

　
　
　

27
棟
の
建
築
物
が

　
　
　

選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。答

　
　
　

傷
ん
だ
茅
を
部
分

　
　
　

的
に
葺
き
替
え
る

差
し
茅
修
繕
は
、
10
㎡
あ

た
り
45
万
円
前
後
の
修
繕

費
が
必
要
で
す
が
、
丸
葺

き
修
繕
で
は
、
面
積
に
も

よ
り
ま
す
が
、
２
千
万
円

前
後
の
修
繕
費
が
必
要
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

答

 

一
　
般
　
質
　
問
　
⑥

　
　
　

前
沢
集
落
内
に
居

　
　
　

住
し
て
い
る
世
帯

数
と
65
歳
以
上
の
世
帯
数

は
。 問

　
　
　

保
存
地
区
内
に
は

　
　
　

16
世
帯
が
居
住

し
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上

の
世
帯
数
は
13
世
帯
で

す
。 答

　
　
　

茅
屋
根
修
繕
の
基

　
　
　

準
と
判
断
は
。

問
　
　
　

茅
屋
根
に
は
耐
用

　
　
　

年
数
は
定
め
ら
れ

答

　
　
　

茅
屋
根
修
繕
の
実

　
　
　

施
主
体
は
。

問
　
　
　

修
繕
の
実
施
主
体

　
　
　

は
所
有
者
で
す
。

答
　
　
　

茅
屋
根
の
修
繕
費

　
　
　

は
。

問

　
　
　

建
築
物
の
所
有
者

　
　
　

が
負
担
し
ま
す
。

な
お
、
所
有
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
国
と
町
で
修

繕
費
へ
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

答
　
　
　

茅
屋
根
修
繕
費
の

　
　
　

負
担
者
は
。

問
　
　
　

個
人
の
財
産
で
あ

　
　
　

る
こ
と
か
ら
、
空

答
　
　
　

空
き
家
が
発
生
し

　
　
　

た
場
合
の
対
策
は
。

問

　 

　
　
　
意
識
向
上
と
即
戦
力
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
材
確
保
に
努
め
る

前
沢
曲
家
集
落
の
保
存
対
策
は

教
育
長

て
お
ら
ず
、
屋
根
の
現
状

に
応
じ
て
、
所
有
者
が

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
面
葺
き
替
え
の
丸
葺
き

修
繕
は
10
年
か
ら
20
年
の

間
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

き
家
の
所
有
者
や
相
続
人

に
対
し
、
今
後
の
意
向
を

伺
い
、
希
望
が
あ
れ
ば
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
に

つ
い
て
の
説
明
や
、
前
沢

景
観
保
存
会
へ
の
情
報
提

供
を
行
い
、
所
有
者
と
地

域
に
と
っ
て
、
良
い
方
策

が
選
択
で
き
る
よ
う
進
め

ま
す
。

前沢曲家集落

一般質問 YouTube

茅葺屋根の修繕
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早
期
退
職
者
の
退

　
　
　

職
事
由
と
研
修
機

会
は
。

芳
は が

賀　正
まさよし

義 議員

　 

　
　
　
意
識
向
上
と
即
戦
力
と
な
る

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
材
確
保
に
努
め
る

問
　
　
　

早
期
退
職
者
の
退

　
　
　

職
事
由
は
、
生
活

拠
点
の
変
更
と
他
の
自
治

体
や
民
間
企
業
へ
の
転
職

と
い
っ
た
都
合
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

町
と
し
て
も
、
早
期
退

職
は
非
常
に
残
念
で
す

が
、
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

答 職
員
の
人
事
と
管
理
は

町
長

スキー場の
　オフシーズンの活用は

　 　　　協議の場でアイデアを出し町も支援に努める町長

　
　
　
「
町
人
材
育
成
基

　
　
　

本
方
針
検
討
委
員

会
」
の
活
動
は
。

問
　
　
　

平
成
25
年
４
月
に

　
　
　

南
会
津
町
人
材
育

成
基
本
方
針
を
策
定
し
て

以
降
、
委
員
会
と
し
て
の

活
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

答

　
　
　

今
後
、
官
民
連
携

　
　
　

の
協
議
会
の
中
に

取
り
入
れ
、
充
分
協
議
し

実
現
を
。

問
 

一
　
般
　
質
　
問
　
⑦

　
　
　

今
後
速
や
か
に
官

　
　
　

民
連
携
の
組
織
を

立
ち
上
げ
、
ス
キ
ー
場
の

活
性
化
に
努
め
、
そ
の
中

答

め
、
６
年
度
職
員
採
用
試

験
よ
り
、「
大
卒
程
度
・

高
校
卒
程
度
・
資
格
免
許

職
」
の
枠
に
、新
た
に
「
社

会
人
経
験
者
」
を
加
え
、

即
戦
力
と
な
る
人
材
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。
職
員

研
修
に
つ
い
て
は
、
ふ
く

し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

で
の
職
歴
と
役
職
研
修
の

ほ
か
、
各
種
業
務
に
関
す

る
専
門
的
研
修
に
派
遣
し

能
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　

｢

町
職
員
提
案
制

　
　
　

度｣

の
活
用
は
。

問
　
　
　

平
成
23
年
６
月
に

　
　
　
「
南
会
津
町
職
員

提
案
制
度
規
程
」を
定
め
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
提
案
を

予
算
化
し
実
施
し
て
き
ま

し
た
。「
集
落
支
援
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業
」、

「
地
場
産
材
を
利
用
し
た

職
員
名
札
作
成｣
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
本

制
度
を
活
用
し
職
員
の
意

識
や
業
務
の
改
革
を
推
進

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

答

で
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
活
用

に
つ
い
て
も
、
協
議
の
場

で
多
く
の
ア
イ
デ
ア
を
出

し
、
指
定
管
理
者
と
も
連

携
し
、
出
来
る
こ
と
か
ら

町
と
し
て
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

会津高原南郷スキー場

一般質問 YouTube
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丸
まるやま

山　陽
よ う こ

子 議員

「シビックプライド」
条例の制定

　 　　　意識の浸透を図っていくことは大事と認識町長

　
　
　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

　
　
　

ド
は
、
地
域
に
対

す
る「
誇
り
」「
愛
着
」「
共

感
」
を
持
っ
て
、
ま
ち
の

た
め
に
自
ら
関
わ
っ
て
い

こ
う
と
す
る
気
持
ち
の
こ

と
と
あ
り
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
本

町
を
愛
し
活
躍
で
き
る
た

め
の
条
例
を
制
定
し
て
は
。

問
　
　
　

町
は
、
第
三
次
南

　
　
　

会
津
町
総
合
振
興

計
画
に
お
い
て
、
目
指
す

姿
を
達
成
す
る
た
め
に
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
日
常

の
中
で
取
り
組
め
る
こ
と

答

を
明
記
し
て
い
る
ほ
か
、

集
落
応
援
交
付
金
事
業
を

通
じ
て
地
域
の
自
主
的
な

住
民
自
治
活
動
が
展
開
さ

れ
る
な
ど
町
の
各
種
施
策

を
通
し
て
、
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
醸
成
が
図
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

町
と
し
て
は
、
条
例
の

制
定
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
の
よ
う
な
意
識
の

浸
透
を
図
っ
て
い
く
こ
と

は
大
事
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　 

　
　
　
引
き
続
き
情
報
収
集
し
な
が
ら
判
断

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

対
象
外
の
人
へ
助
成
を

町
長

　
　
　

本
年
４
月
よ
り
、

　
　
　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
定
期
接
種
化
さ

れ
ま
し
た
。
対
象
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
以

外
の
方
は
対
象
外
で
す
。

　

定
期
接
種
対
象
外
と
な

る
方
へ
の
任
意
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
は
。

　
　
　

町
と
し
て
は
、
定

　
　
　

期
接
種
化
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か
ら

ま
ず
は
、
現
行
の
対
象
者

へ
の
周
知
徹
底
に
努
め
接

種
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
内

答

 

一
　
般
　
質
　
問
　
⑧

定期接種対象者

　・65 歳を迎える方
　・60 ～ 64 歳のヒト免疫不全ウ
　　イルスによる免疫機能障害が
　　あり、日常生活がほとんど不
　　可能な方
　・70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、
　　90 歳、95 歳、100 歳以上の方

に
お
い
て
、
定
期
接
種
対

象
外
の
方
へ
接
種
費
用
の

助
成
を
行
う
市
町
村
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
実
施
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
情
報
収
集
し
な
が
ら

判
断
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

一般質問 YouTube

帯状疱疹定期予防接種対象者に郵送される予診票

問
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４
月
か
ら
即
廃
止

　
　
　

し
た
理
由
は
。

酒
さ か い

井　幸
こ う し

司 議員

　 

　
　
　
利
用
者
の
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

問
　
　
　

南
郷
地
域
に
お
い

　
　
　

て
は
、
一
日
の
利

用
者
数
が
２
名
に
満
た
な

い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

舘
岩
地
域
、
伊
南
地
域
に

お
い
て
も
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
事
か
ら
、
令
和
６

年
度
の
検
証
会
議
に
お
い

答 生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
廃
止

町
長

南郷地区の水源と漏水

　 　　　今年度、詳細な調査と修繕工事を実施予定町長

　
　
　

３
月
の
予
算
書
に

　
　
　

は
南
郷
地
区
の
水

源
関
係
の
予
算
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
調
査
無
し
と
言

う
事
か
。

問
 

一
　
般
　
質
　
問
　
⑨

　
　
　

令
和
７
年
度
の
水

　
　
　

道
事
業
会
計
当
初

予
算
に
お
い
て
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
と
し
て
、

南
郷
地
区
配
水
管
布
設
替

工
事
請
負
費
を
計
上
し
て

い
ま
し
た
が
、
交
付
金
が

当
初
予
算
と
比
較
し
約
６

割
程
度
の
配
分
で
あ
り
、

交
付
金
事
業
全
体
に
つ
い

て
調
整
を
行
い
、
見
送
ら

ざ
る
を
得
な
い
事
に
な
り

ま
し
た
。

答

て
「
廃
止
」
と
い
う
方
向

性
が
出
さ
れ
、「
高
齢
者

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

事
業
」
の
廃
止
が
決
定
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令

和
７
年
度
は
田
島
地
域
の

み
で
実
施
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　

少
人
数
と
は
言
え

　
　
　

早
め
に
知
ら
せ
る

問

　
　
　

代
替
と
な
る
事
業

　
　
　

が
出
来
な
い
か
を

検
討
し
て
い
た
た
め
連
絡

が
遅
れ
て
し
ま
い
、
結
果

と
し
て
利
用
者
の
皆
様
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
に
つ
い
て
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

答

　
　
　

台
板
橋
区
長
名
で

　
　
　

の
要
望
書
回
答
で

新
規
水
源
調
査
よ
り
漏
水

対
策
を
重
要
視
す
る
と

あ
っ
た
が
現
状
は
。

問
　
　
　

現
状
に
お
い
て
４

　
　
　

割
が
常
時
漏
水
し

て
い
る
事
が
わ
か
り
、
既

に
南
郷
総
合
支
所
振
興
課

に
お
い
て
漏
水
調
査
に
着

手
し
て
お
り
、
漏
水
区
域

の
絞
り
込
み
が
令
和
７
年

６
月
中
に
完
了
す
る
予
定

で
す
。
今
年
度
の
予
算
で

修
繕
工
事
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

答

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の

か
。

みさわ荘

地蔵沢水源

一般質問 YouTube
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楠
くすのき

　正
まさつぐ

次 議員

スキー場の
　公費負担軽減策は

　 　　　利益の一部を町に納める仕組みの構築町長

　
　
　

ス
キ
ー
場
そ
れ
ぞ

　
　
　

れ
に
小
売
業
や
宿

泊
施
設
な
ど
経
済
効
果
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
雪

国
な
ら
で
は
の
農
林
業
従

事
者
の
就
労
の
場
と
し
て

の
役
割
も
重
要
で
あ
り
、

若
者
の
移
住
定
住
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

継
続
に
向
け
た
来
場
者

の
増
加
策
、
お
よ
び
関
係

者
と
協
力
し
て
官
民
連
携

の
組
織
を
設
置
し
て
検
討

す
る
改
善
策
は
。

問
　
　
　

官
民
連
携
の
組
織

　
　
　

で
検
討
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
来

場
者
の
増
加
策
や
料
金
引

き
上
げ
と
ふ
る
さ
と
納
税

答

　 

　
　
　
建
設
か
ら
45
年
経
過
し
た
管
の
老
朽
化

こ
と
ぶ
き
荘
の
漏
水
原
因
は

町
長

　
　
　

本
年
３
月
の
舘
岩

　
　
　

地
域
民
生
委
員
定

例
会
で
舘
岩
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
こ
と
ぶ
き
荘
」

が
漏
水
の
為
、
休
業
す
る

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
漏

水
の
発
見
日
、
原
因
お
よ

び
漏
水
量
は
。

問
　
　
　

漏
水
発
見
日
は
本

　
　
　

年
２
月
12
日
で
、

浴
室
内
の
地
下
水
道
管

破
損
に
よ
る
も
の
で
、

漏
水
量
は
前
年
同
期
比

１
６
０
０
㎥
増
と
推
定
し

て
い
ま
す
。

答

 

一
　
般
　
質
　
問
　
⑩

な
ど
に
よ
る
財
源
確
保
、

規
模
縮
小
や
リ
フ
ト
休
止

に
よ
る
経
費
の
削
減
で
ス

キ
ー
場
を
存
続
さ
せ
る
検

討
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

公
費
負
担
（
修
繕

　
　
　

費
）の
軽
減
策
は
。

問
　
　
　

ス
キ
ー
場
の
修
繕

　
　
　

費
は
一
般
財
源
で

支
出
し
て
い
ま
す
が
、
定

め
た
上
限
額
を
超
え
な
い

こ
と
を
徹
底
し
た
う
え

で
、
指
定
管
理
者
か
ら
利

益
の
一
部
を
町
に
納
め
て

も
ら
う
仕
組
み
を
構
築

し
、
各
ス
キ
ー
場
に
投
じ

て
い
る
一
般
財
源
を
削
減

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 答

利用者区分 高齢者
（65歳以上） 大人 子供

（小学生） 合計

H20年度 ２，９６９人 ４３３人 ２１人 ３，４２３人

H30年度 ２，４５９人 １１３人 ２０人 ２，５９２人

R５年度 ３７４人 １９人 ６人 ３９９人

ことぶき荘の利用状況（１年間の延べ人数）

一般質問 YouTube
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「
こ
と
ぶ
き
荘
」　

　
　
　

の
水
道
修
理
見
積

額
は
い
く
ら
か
。
予
算
の

確
保
は
。

川
かわしま

島　進
すすむ

 議員

問
　
　
　

漏
水
に
係
る
修
繕

　
　
　

の
見
積
額
は
、
概

算
で
５
１
０
万
円
で
あ

り
、
令
和
７
年
度
当
初
予

算
編
成
後
に
算
出
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
予
算
と

し
て
計
上
し
て
い
ま
せ

ん
。 答

　
　
　

舘
岩
地
域
以
外
の

　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
実
施
は
。

問

 

一
　
般
　
質
　
問
　
⑪

　
　
　

令
和
７
年
度
は
田

　
　
　

島
地
域
の
み
で
の

実
施
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答

　
　
　
「
こ
と
ぶ
き
荘
」　

　
　
　

に
隣
接
す
る
「
高

夕
」
で
は
、
介
護
認
定
対

象
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ

と
一
緒
に
で
き
な
い
の
か
。

問

　
　
　

こ
こ
数
年
、
施
設

　
　
　

を
管
理
す
る
南
会

津
会
の
職
員
に
不
足
が
生

じ
て
お
り
、
長
期
入
所
施

設
へ
の
人
員
配
置
を
優
先

的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部
門

へ
の
配
置
を
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
る
た

め
、「
高
夕
」
に
お
い
て

２
つ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
だ
け
の
人
員
配
置
は

答

難
し
い
と
、
南
会
津
会
か

ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
と

し
て
は
、
実
施
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

令
和
７
年
度
以
降

　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
実
施
し
な
い
と
決
定

し
た
理
由
は
。

問
　
　
　

舘
岩
地
域
に
つ
い

　
　
　

て
は
、
利
用
者
が

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と

に
加
え
て
、
事
業
を
実
施

答

高夕

ことぶき荘

「ことぶき荘」と

デイサービスの再開は
　 　　　「ことぶき荘」老朽化のため実施しない町長

し
て
い
た
「
こ
と
ぶ
き

荘
」
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
現
在
の
漏
水
部
分

を
修
繕
し
て
も
他
の
部
分

に
も
大
き
な
修
繕
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

た
た
め
、
事
業
を
実
施
し

な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一般質問 YouTube
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①一般国道２８９号（駒止峠）無散水
　融雪施設設置と一般国道３５２号(穴
　原～耻風間 )の改良促進について

②「栃木西部・会津南道路」と「会津
　縦貫南道路」の一体的な整備促進に
　ついて

③中山間地域における医療の充実と県
　立南会津病院の常勤医師確保につい
　て

④高齢者福祉に係る支援について

　

令
和
７
年
７
月
３
日
、

下
郷
町
「
下
郷
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
に
て
南
会
津

地
方
町
村
議
会
議
員
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
南
会
津

郡
内
４
町
村
の
議
員
が
一

堂
に
会
し
、
南
会
津
地
方

の
諸
問
題
を
共
通
の
課
題

と
し
て
解
決
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

星
ほし

　和
かず

 孝
たか

 議員 森
もり

　 秀
しゅういち

一  議員

４
つ
の
要
望
事
項
を
提
案

南会津地方町村議会議員大会

要望事項

れ
て
お
り
、
今
回
で
76
回

目
を
数
え
ま
す
。

　

本
町
議
会
か
ら
は
、
星

和
孝
議
員
と
森
秀
一
議
員

か
ら
４
つ
の
要
望
事
項
を

提
案
し
、
満
場
一
致
で
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
国
や
県
に
対

し
、
実
現
に
向
け
た
粘
り

強
い
要
望
活
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
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〇本庁 3 階の議場傍聴席入り口で住所・氏名を記入いただくだけで
どなたでも傍聴することができます。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か
どのように議論を進めているのか直接見ることができます

〇会議の様子は、You Tube でもご覧いただけます。
※スマートフォンをお持ちの方は、右記のQRコード読み取りから
直接リンクにアクセスし視聴できます。

【発行責任者】

南会津町議会議長　山内　政

【編集】議会広報委員会
委 員 長 芳賀　正義
副 委 員 長 星　　和孝
委 員 酒井　幸司

湯田　剛正
古川　　晃
渡部　裕太次回定例会は、９月 11日 ( 木 ) 開会予定

今回の定例会中の
傍聴者は延べ 36名でした。
YouTube ライブ配信視聴者は合計 296名でした。

　

郡
山
市
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ

ト
ふ
く
し
ま
で
開
催
さ
れ

た
広
報
研
修
会
に
、
新
し

く
な
っ
た
議
会
広
報
委
員

６
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

研
修
は
福
島
県
町
村
議

会
議
長
会
主
催
で
39
議
会

が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
前
半
に

一
般
社
団
法
人
自
治
体
広

報
広
聴
研
究
所
の
金
井
茂

樹
氏
に
よ
る
「
戦
略
的
広

報
と
議
会
報
づ
く
り
の

型
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
報

広
聴
と
は
、戦
略
的
広
報
、

議
会
づ
く
り
の
型
、
企
画

と
編
集
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
同
氏
に
よ
る

９
町
村
の
議
会
だ
よ
り
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
う
ち
本
町
議
会

の
第
76
号
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
、
リ
ー
ド
文
の
起
こ

し
方
、
罫
線
の
太
さ
、
網

掛
け
の
濃
さ
や
全
体
的
な

レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
の
発
行
に
い
か

し
、
さ
ら
に
良
い
議
会
だ

よ
り
と
な
る
よ
う
努
め
ま

す
。

７月１日に開催された町村議会広報研修会
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桧
沢
小
学
校
６
年
生
が

　
　
　
　
６
月
定
例
会
を
見
学
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桧
沢
小
学
校
で
は
、
６

年
生
の
社
会
科
学
習
の
一

環
と
し
て
、
例
年
、
南
会

津
町
議
会
を
傍
聴
し
て
い

ま
す
。

　
「
町
議
会
で
は
、
南
会

津
町
の
人
々
の
願
い
を
も

と
に
、
人
々
の
よ
り
よ
い

メモを取りながら傍聴する児童の皆さん

　　

６
月
定
例
会
は
、
３
月

に
可
決
し
た
当
初
予
算
の

事
業
や
取
組
み
に
つ
い
て

審
議
す
る
大
切
な
議
会
で

し
た
。

　

議
案
は
一
般
補
正
や
条

例
改
正
な
ど
が
主
と
な

り
、
一
般
質
問
で
は
11
名

の
多
く
の
議
員
が
登
壇
し

町
政
を
た
だ
し
て
い
ま

す
。

　

議
会
だ
よ
り
第
77
号
の

発
行
は
８
月
中
旬
の
夏
本

番
の
時
季
と
な
り
ま
す

が
、
今
回
か
ら
編
集
委
員

の
新
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に

研
修
を
通
じ
て
今
ま
で
に

な
い
い
く
つ
か
の
工
夫
を

凝
ら
し
て
編
集
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
皆
様
に
楽
し

み
に
し
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
研
鑽
に
努
め
ま
す
の

で
、
ご
意
見
ご
要
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

   （
芳
賀 

正
義
）

難しい話だったけれど、南会津
町をよくするために詳しく話し
合いをしていてすごいなと思い
ました。また見学に行って、南
会津町のことを勉強したいで
す。（大

おおたけ

竹 円
まどか

さん）

はじめは内容が分からなかった
けれど、途中からは田島駅のこ
とを話し合っていると分かりま
した。これから田島駅がどう変
わるのか楽しみです。

（佐
さ と う

藤 翼
つばさ

さん）

質問に対してすぐに回答し
たり、短い時間の中でたく
さん話し合っていたことが
すごいなと思いました。

（星
ほし

 うららさん）

難しい言葉が多かったけれど、
南会津町をより暮らしやすい町
にするという考えや思いがとて
も伝わりました。

（阿
あ く つ

久津 世
せ り か

梨香さん）

質問されてから、すぐに分
かりやすく答えていたこと
と、根気強く答えていたこ
とがすごいなと思いました。

（佐
さ と う

藤 妃
ひめ

さん）

生
活
を
実
現
す
る
た
め
に

活
動
し
て
い
る
こ
と
を
、

傍
聴
を
通
し
て
身
近
に
体

験
さ
せ
る
こ
と
で
、
町
政

や
選
挙
に
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

こ
と
が
議
会
見
学
の
目
的

で
す
。

議会を見学して
どうでしたか？

編
集
後
記

星 

美
智
子 
先
生
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